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「カブトムシの生態調査」

～自然の中での観察 ４年目～

１ 研究の動機 定し、カブト虫の背中に白いマジックで１番から

ぼくの家の畑には、毎年カブト虫が何十匹とや 通し番号を付け、調査表に記入しました。

ってきます。これは３歳の頃から続いていて、毎

年同じ場所にやってきます。そこで、小学校２年

生の時から毎年夏休みに畑にくるカブト虫の調査

をしてきました。

【上皿天秤で重さを測る】

【カブト虫がくるスイカ畑】

【カブト虫調査表】

（２） カラス対策

畑にはカブト虫が非常に多く集まるため、カブ

。 、【スイカに集まるカブト虫】 ト虫を食べにくるカラスが集まります そのため

お店ではカブト虫が６８０円ぐらいで売られて カブト虫を守るため、穴が開いたトレーをおいて

いますが、自由に飛ぶことができずかわいそうで 保護しました。

す。ぼくは虫かごの中では観察できない、畑にく

る自然のカブト虫の生態を調査しています。今年 （３） えさ

はカブト虫の数と大きさ、気温、土の温度との関 カブト虫は畑にあるスイカが大好きです。スイ

係を調べました。特に、オスとメスの数や行動の カがなくならないように絶えず補充しました。ま

違い、温度による飛来数の違いを中心に観察しま た、本には「スイカは下痢をするのでよくないた

、 」 。した。 め 昆虫ゼリーがおすすめ… と書いてあります

しかし、昆虫ゼリーとスイカを並べておくとカブ

２ 研究の方法 ト虫はスイカに集まりました。

（１） 調査の方法

１日２回、朝と夕方に天気、気温、土の温度を

測る。カブト虫のオス、メス別に体長、体重を測



３ 結論

（１） オスとメスの違い

ア オスは角がじゃまで土の中にもぐれない

が、メスは土に穴を掘ってその中に隠れてい

ました。

イ 極端に大きかったり小さかったりするカブ

ト虫は長生きをしませんでした。

【メスの飛来調査】

オスはえさを食べてメスと交尾をするだけなの

で、長期間えさ場に留まっていると思います。し

かし、メスは産卵をするためにほかの場所に移動

すると思います。えさ場には、カブト虫以外の昆

虫もくるため、たまごを守るためにえさ場とは別

【大きさの違い オス】 の所で産卵すると思います。えさ場では交尾して

いるカブト虫を何回も見ました。

【大きさの違い メス】

ウ メスはえさ場からすぐにいなくなり、入れ 【交尾する様子】

替わりがはげしい。オスは長期間えさ場に留

まりました。１ヶ月近くもえさ場にいたオス

も観察できました。 （２） 天気、気温と飛来数

晴れているときはカブト虫の数が多いです。雨

の時は少なく、新しいカブト虫もいません。気温

が高く、土の気温が高い日は多くのカブト虫が飛

来するが死ぬ数も多かったです。熱帯夜の朝は土

の温度が気温よりも高く、カブト虫は朝暑くなる

前に飛び立ちました。極端に気温が高いのは苦手

なようです。

【オスの飛来調査】 （３） まとめおよび予定

今年の調査では、オスとメスの飛来日数の違い

がグラフからよくわかりました。交尾している様

子を写真に撮ることができ、産卵場所とえさ場の

違いも想像できました。また、温度変化による行

動の違いも観察できました。今年で４年目となっ



た観察では、毎年えさを常に畑に置き、結果的に

カブト虫の保護をしていることになり、年々飛来

するカブト虫が増加しています。

来年度は小学校最後の年です。この５年間の温

度変化と飛来、行動の変化をまとめてカブト虫の

生態調査にしたいと思います。


